
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月３０日（金）に第二工業高等学校、８月２５日（月）に名取高等学校定時制課程を

訪問し、避難訓練を参観しました。 

第二工業高校では、夜間の発災を想定し、地震による停電の中を避難するという訓練が

行われました。生徒は各自のスマートフォンのライトを頼りに、安全に避難行動を取って

いました。中には、先生の指示ではなく自ら自転車用ヘルメットを被って頭部を保護して

いる生徒もいました。 

名取高校定時制では、休み時間の発災を想定し、教員が教室不在の中で、生徒自ら一次

避難の行動を取っていました。先生という仕事柄、ついつい声がけしたくなりますが、生

徒を信じ、生徒の自主性に任せた大変すばらしい訓練でした。 

学校防災アドバイザーの村山良之先生からは、常日頃から生徒との関係性を大切にして

いるからこその取組。ただ生徒にやらせるのではなく、事前と事後の指導も大変丁寧との

講評をいただきました。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立学校で作成している「学校防災マニュアル」は、毎年見直しを図ったものを提

出してもらい、当課で点検をしておりますが、残念ながら防災マニュアルの携帯版（リ

ーフレット）の作成に着手できていない学校もあります。 

理由は見本となる「様式が無い」というものでした。そこで、これまで本課で目に

したものの中から、是非紹介したい携帯版（リーフレット）を「みやぎ学校防災ポー

タルサイト『みやぼう』」に掲載し、編集可能なデータをアップロードしましたので、

必要に応じてダウンロードいただき、自校化を図りながら作成願います。 

□（公立小・中学校版） 亘理町立荒浜中学校 

□（県 立 高 等 学 校 版） 宮城県水産高等学校 

□（県立特別支援学校版） 宮城県立秋保かがやき支援学校 

 

 

 

宮城県教育委員会                宮城県教育委員会 

防災教育推進キャラクター「まもっぺい」 

                    

令和７年９月２２日（月） 

                        保健体育安全課発行【第６号】 

学校防災を推進する中で、防災マニュアルの見直し、地域と連携した取組等で

困りごとはありませんか？ まずは学校安全・防災班（022-211-３669） 

までご相談ください。学校防災アドバイザーにかかる費用は無料です！ 

https://www.pref.miyagi.jp/site/gakkou-anzen-bousai/miyabou.html


 

 

 

 

 

 

 

 

【交通安全運動の重点（全国重点）】  

(1)歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品  

や明るい目立つ色の衣服等の着用促進 

（２）ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の 

早めのライト点灯やハイビームの活用促進  

(3)自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの 

理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進  

 

 

 

主な違反行為と反則金 

スマートフォンを操作しながらの運転 １２，０００円 

信号無視 ６，０００円 

通行区分違反（逆走など）  ６，０００円 

停止線での一時不停止  ５，０００円 

並進（二人走行）  ３，０００円 

歩行者妨害 ６，０００円 

二人乗り ３，０００円 

傘を差したままの運転 ５，０００円 

イヤホン・ヘッドホンの使用運転 ※外部の音が聞こえない状態での運転 ５，０００円 

夜道の無灯火での運転 ５，０００円 

遮断器が降りてからの踏切への立ち入り ７，０００円 

制動装置（ブレーキ等）不良運転 ５，０００円 

公安委員会による遵守事項の違反 ５，０００円 

※上記の違反行為を含め、約 113 種類が対象となります。   

 

 

  

 

―令和７年９月２１日（日）から９月３０日（火）まで― 

９月３０日（火）は 『交通事故死ゼロを目指す日』 

 

 

 

今回寄贈いただきました１００個は、県立の高等学校 

及び特別支援学校へ一つずつ配布させていただきます。 

各学校において交通安全教室等で御活用ください。 


